
2018年度線形代数学 II（生物学コース・物質循環学コース）期末試験結果

担当：境圭一

●生物学コース：平均点は 24.3点，最高点は 40点でした．試験の点数分布，問題ごとの平均点，最終的な成績分布

はそれぞれ以下の通りです：

点数 ∼ 19 20 ∼ 24 25 ∼ 29 30 ∼ 34 35 ∼ 39 40

人数 8 4 4 6 4 1

問題 1-(1) 1-(2) 2-(1) 2-(2) 2-(3) 2-(4) 3-(1) 3-(2) 3-(3) 3-(4)

平均 2.5 0.0 3.7 2.8 2.6 0.4 4.6 3.7 4.2 0.1

成績 不可 可 良 優 秀

人数 3 3 12 4 5

●物質循環学コース：平均点は 26.3点，最高点は 37点でした．試験の点数分布，問題ごとの平均点，最終的な成績

分布はそれぞれ以下の通りです：

点数 ∼ 19 20 ∼ 24 25 ∼ 29 30 ∼ 34 35 ∼ 39

人数 3 5 4 6 5

問題 1-(1) 1-(2) 2-(1) 2-(2) 2-(3) 2-(4) 3-(1) 3-(2) 3-(3) 3-(4)

平均 2.5 0.0 4.5 4.0 3.6 1.0 4.3 3.1 3.3 0.0

成績 不可 可 良 優 秀

人数 1 3 9 4 7

※この講義だけを見れば生物学コースと物質循環学コースに条件の差はありませんが，コースごとに個別の事情があ

りますから，両者の比較に意味はないと考えられます．コース内で自己評価する上での参考にしてください．

●解答例は下記 URLに置いてあります．以下のような基準で採点しています．

問題 1 (1)ではベクトルやスカラーなどの要素がどの集合に含まれるか明確でない，または誤っている場合は 2～3

点です．(2)は満足いく答案はありませんでした．

問題 2 両方正解の場合のみ 5点です．

問題 3 固有値が求まれば 2点，Pまで求まれば 5点です．(1), (2), (4)については，Pは解答例の他にもいろいろな

答があり得ます．(3)で固有値が誤っている場合，Pの存在の有無については正しい判断を下せないはずなの

で，「Pは存在しない」と書かれていても点数はありません．(4)では固有値を正しく求められた答案が 1つだ

けありました．

●答案用紙には赤で期末試験の点数が,緑で最終的な成績が書かれています．秀，優，良，可，不可をそれぞれ S, A,

B, C, Dと書いてあります

●問題 1 (1), (2)は昨年度の問題 1 (1), (2)と全く同一，もしくは本質的に同一です．問題 2, 3も昨年度の問題 2, 3と

ほぼ同様で，ともに (4)は少し難しい問題になってはいます．試験を乗り切るためのテクニックを身につけても何の

意味もありませんが，そうは言っても，昨年度の問題が手に入るのであれば，当然それを見ておくべきでしょう．そ

れを見て，考えてもわからないことがあれば，わかるようになるまで教員や先輩，友人に質問して回らなければなり

ません．そういった準備をしていないと思われる答案が多数ありました．この講義に限らず，物事には可能な限りの

手を尽くして準備しなければなりません．



● 1/30（水）から研究室で答案を返却します．帰省などの都合で取りに来られない場合，メールでの問い合わせに応

じます（が，なるべく直接取りに来てください）．採点には万全を期しましたが，万が一誤りがあると思われる場合

は，早めに申し出てください．答案は全てコピーを取り保存していますので，ただちに調べます．成績は 2/15（金）

には確定させますので，それまでにお願いします．

●中間試験と期末試験，レポートの点を合わせて最終評価とします．追試などの救済措置は一切取りません．
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http://math.shinshu-u.ac.jp/˜ksakai/18_linear2/18_linear2.html


